
項目数 № 分野 重点目標 評価項目・取組状況 達成状況 改善方策 評価項目 実施方法 総合

1 宮川幼稚園

（１）教育課程の推進
（２）幼児期から小学
校期への円滑な接続
の推進
（３）地域と連携した豊
かな保育や子育て支
援

2 2 地域連携 3

〇地域のさまざまな方
に見守られ、支えられ
て生活してい ることを
実感できるように芦屋
の町の美しさや人の温
かさ を感じられる保育
を展開してきた。年間を
通してアクション プログ
ラムの方と共に手話歌
を園全体で取り組んで
きたこ とで、芦屋の町
がより好きになり、感謝
する気持ちがもて るよ
うになった。
〇浜町自治会の方やこ
ども会・卒園生と一緒に
千羽鶴を つくり、近隣
の小中学校や未就学
施設の慰霊碑にたむけ
にいく過程で命の大切
さを学んだ。

A

〇地域とのかかわりを
年間を通して重 ねてい
くことでより親しみをも
ち、子ども たちや保護
者の方の視野がひろ
がって いくようにする。
〇地域のイベントへの
参加、園として協 力で
きること・発信できるこ
とを模索して いく。

〇地域との新
たなかかわり
が生まれ互い
によい 相乗効
果がでている。
 〇宮川幼稚園
が地域の拠点
となっている。
来年 度以降も
連携をし、この
町に暮らしてい
てよかっ たと
思えるように互
いに努めてい
く。

〇評議員会及
び学校関係者
評価委員会を
対面で行った。
〇保育の様子
を参観いただ
く。
〇保護者アン
ケートを実施、
集約して保護
者へ周知して
いる。
 〇学校評価ア
ンケートの結果
や日々の生活
を可視化し、評
価を受ける。

〇一人一人を
大切に受け止
めて教育・保育
をしている。少
人数ならでは
のよさという反
面、園児数が
減っていくこと
が残念である。
〇実体験をもと
にICTを活用し
た将来を見据
えた保育実践
を評価する。と
くに年長児の
発信する力が
ついている。子
どもたちの今
後が 楽しみで
ある。

教育課程

2 岩園幼稚園

（１）発達段階を考慮し
幼児が主体的に遊ぶ
環境について考える
（２）一人一人の幼児
が自己発揮できるた
めの指導の在り方に
ついて考える
（３）地域に開かれた
幼稚園づくりを進める

4 1
教育課程
指導

1

○幼児の発達や遊
び、興味・関心に応じ
た遊具、用具、素材
等を準備する。
○幼児が必要と感じ
た時にタイミングよく
遊具、用具、素材等
を準備する。
○幼児が心をときめ
かせて遊びに向かう
環境作りをする。

A

週に１度、幼児の姿を
振り返り、幼児の興味
関心にそった遊びが
できるように環境構成
について話し合ってき
た。幼児の興味に合
わせた保育準備をし
たことで遊びが深まっ
た。また、大学から講
師を招き、保育につ
いて助言をいただい
た。

○幼児の興
味に沿って環
境を見直し、
用意している
ところが素晴
らしい。
○幼児の意
欲を育ててい
こうとしている
ことが伝わっ
てくる。
〇自分のした
いことを存分
にできること
で粘り強さが
育っているよ
うに思う。

○岩幼だより
やクラスだよ
り、実践報告
などからも幼
児の様子を伝
えることで、園
生活がよくわ
かった。
○保護者の
意見を聞く機
会としていい
のではない
か。

重点目標に対
しての取組は
適切になさ
れ，次年度に
向けての改善
方策も考えら
れている。

保護者・地域
住民との連
携
子育て支援

3 小槌幼稚園

（１）心豊かに感じ、共
に育ち合う幼児を育む
ための教育の推進
（２）一人一人に寄り
添った教育の推進
（３）幼稚園や地域の
特性を生かした子育
て支援の実施

2 2
子育て支
援

3

○毎日のブログや園だより、
写真掲示などを通して、幼稚
園教育内容の発信に努め
た。
〇参観日の後の保護者会で
は、子どもの姿から感じたこと
や褒めるポイントなどを「心わ
くわくシート」を用いて、意見
交流をする場を設けた。自分
の子どもだけでなく、クラスの
子の成長や育ちつつある姿を
互いに共有できる場として年
間を通して行った。
〇木育活動、絵本の読み聞
かせ、英語、サッカー教室
等、園の行事を園庭開放や
子育てサークル、子育てひろ
ばと重ねた。未就園児が在園
児と関わって遊ぶことを通し
て、園を身近に感じ一緒に遊
びを楽しめるように工夫した。

B

○幼稚園教育を分か
りやすく発信する工夫
をし、園と家庭とが連
携がとれるように努め
ていく。
○今後も地域の未就
園児とその保護者が
幼稚園を身近に感
じ、親しみが持てるよ
うに、園の行事と重ね
参加を呼び掛けるな
ど、発信をしていく。

地域に開かれ
た幼稚園とし
て、他の就学
前施設と連携
したり未就園
児も園の行事
に参加できた
りするような
保育を行い、
カリキュラム
を工夫してい
る。今後も特
色ある園づく
りを続けてほ
しい。

○教育評価に
関する保護者
アンケートを
実施、集約
し、保護者に
周知した。
○重点目標に
対しての取り
組みは適切に
なされてい
る。

保護者の教
育評価は具
体的に丁寧に
実施されてお
り、園におけ
る教育活動の
取り組みは良
好である。今
後も、家庭や
地域との連携
を大切にし、
園の特徴を活
かしながら、
教育活動や
内容を考え、
工夫していく
ことを期待す
る。

教育課程

令和６年度　学校評価　幼稚園結果

№ 幼稚園名 今年度重点目標

学校自己評価結果 学校関係者評価
表示以外の
評価「分野」

令和７年３月末　学校教育課まとめ



4 西山幼稚園

（１）響き合う仲間を育
むための教育の推進
（２）心豊かな幼児を
育む地域との連携の
研究
（３）子育て支援活動
の充実

2 1 教育課程 1・2

〇響き合う仲間を育む
ための教育の推進
友達と思いを出し合
い、互いに認め合える
ような保育を進めてき
た。竹馬やコマ回し等、
目標をもち友達と粘り
強く頑張り、達成感を味
わえる経験になった。
〇心豊かシートにより
幼児の「学びに向かう
力」を読み取り研究を
進め幼児理解につな
がった。
〇小中学校・保育園、
こども園と計画的に交
流をもった。地域の方
に行事に参加していた
だき、人と関わる楽しさ
や親しみの気持ちを
もった。

A

〇一人一人の内面理
解を深め、友達と協
力し、認め合い、響き
合うことのできる保育
を工夫していく。
〇異年齢活動を計画
を進め、幼児の育ち
につながるようにす
る。
〇幼小中での連携に
ついて、教員の連携
や研究を深めていく。
地域の保育園、子ど
も園との連携につい
ても、幼児の成長に
生かせるよう計画し、
交流を深める。

○幼児が、自分
の思いをしっかり
と表現できてい
る。先生が一人
一人を丁寧に見
て育ちにつなげ
ており、少人数
のよさを感じる。
〇城山登山やモ
リアオガエルの
卵からの飼育な
ど、豊かな自然
環境を生かした
西山ならではの
保育をしている。
〇地域の保育園
こども園との交
流は、園児にとっ
ても地域にとって
もプラスだった。
これからも地域
の学校園のつな
がりを大切にし
てほしい。

園の教育目
標、重点目標
から評価項目
を選び、保護
者対象の教
育評価アン
ケートと教職
員対象の自
己評価が適
切に実施され
ている。

教育活動の
取り組みや教
育評価は良
好である。今
後も、家庭や
小中、地域と
の連携に努
め、安心して
幼児が過ごせ
る幼稚園とな
るよう、教育
内容や子育て
支援の推進、
情報発信の
方法の画策を
期待する。

子育て支援

5 潮見幼稚園

（１）健やかな心と体の
育成
（２）環境を生かした園
経営
（３）開かれた幼稚園
づくり（子育て支援）

4 4 園経営 4

〇「さんさんひろば」
「園庭開放」自主グ
ループ「くれよん」「幼
稚園で遊ぼう会」を毎
週実施した。（週４回）
〇リトミック、英語で
遊ぼうなどとコラボ
し、未就園児親子に
喜ばれている。子育
て相談を受けることも
ある。

A

今後も未就園児親子
の居場所作りをし、垣
根の低い、開かれた
幼稚園づくりを目指
す。子育て相談を受
けるなど、センター的
役割を果たす。

未就園児親
子にとって、
様々な体験が
できる環境
と、遊びに来
やすい雰囲気
があり、園児
数増加の要
因では。今後
も子育て支援
に力を入れ、
開かれた幼稚
園づくりをして
いってほし
い。

○学校評議
員会を３回開
催し、教育の
取り組みを写
真や動画で紹
介し、意見を
いただく。
○日々の保
育内容や取り
組みをブログ
や園だよりで
発信してい
る。
○保護者アン
ケートの結果
を集約し、保
護者と評議員
に周知してい
る。職員アン
ケートの結果
は評議員に伝
えている。
〇運動会や
生活発表会な
ど参観しても
らう。

様々な体験が
できる取り組
みが素晴らし
い。主体性を
大事にし、自
分で考え行動
する力を育ん
でいる。今大
事にしている
保育内容を、
これからも続
けてほしい。
保護者の評
価が高いの
は、子どもの
姿にあらわれ
ている。

教育課程


